
い
生

3
Hを一円什
A
M
に
淀
川
仇
し
て
、
…

fM込
山
総
力
を
ト
分
に
発
郊
で
き
一

る
社
A
3
z
h
「
労
女
共
同
ね
ら
い
抑
制
川
一

行
止
い
な
の
で
す
。
行
政
は
も
ち
一

ろ
ん
、
市
民
か
納
入
と
し
て
問
一

体
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
の
ふ
以
℃
、
一

そ
の
心
持
続
に
J

一
向
け
て
取
り
組
ん
で
…

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
こ

と
が
、
少
し
で
も
次
の
悦
代
、

役
み
よ
い
れ
会
と
環
械
を
践
す
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
σ

女
伎
の
ね
立
や
地
伎
の
向
上
、
一
一
十
一
散
総
の
潟
次
4
4
(

持
参
一
剖
刊
誌
校
入
試
の
災
相
怖
を
間
同
お
ま
た
、
山
邸
内
に
を
綴
り
返
る
と
、

i

!

?

お
い
て
、
そ
の
地
位
の
r
M
Kを
は
た
伎
が
社
'
設
か
ら
疎
外
さ
れ
、
家

し
、
一
平
塚
市
女
性
問
級
制
加
議
会
の
総
hr

け
に
議
づ
い
て
「
抑
制
中
間
ひ
ら
つ
か
火
性
プ
ラ
ン
」
が
か
メ
b

に
は
、
L
凶
作
や
制
肢
の
恥
北
京
磁
で
事
く
の
ぷ
鍔
を
会
わ
4
5
れ
た

繁
一
尽
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
女
性
問
泌
を
「
家
間
嶋
」
「
教
育
」
「
投
合
参
ム
刷
、
労
働
」
だ
け
で
な
く
、
ま
だ
主
だ
文
句
活
の
は
、
い
つ
も
戦
争
の
時
代
で
あ

「
福
祉
」
「
鍛
淡
」
の
六
つ
の
分
野
で
と
ら
え
、
「
縫
滋
体
制
制
」
を
E
λ
た
む
つ
の
主
立
て
と
J

的
中
に
抑
制
狩
く
桟
ョ
て
い
る
限
定
ヮ
、
こ
の
こ
と
か
、
り
も
良
女
斗
浮

方

、

戸

生

ジ

的

な

忽

刑

判

や

刷

出

昨

日

刊

金

泌

総
J
A
止
は
平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
一
可
能
に
な

っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
の
縫
慾
に
阿
附
し
て
は
、
市
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
吋
後
進
協
議
ど
も
必
抗
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
る
と
い
え
ま
す
。

会
」
を
設
読
し
、
市
民
と
行
政
が
…
体
と
な
っ
て
総
合
約
強
遂
を
は
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
立
村

は
「
織
衛
ひ
ら
つ
か
女
性
プ
ラ
ン
」
の
概
姿
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
出
明
代
託
会
で
の
閉
口
火
山
町
不
平
等
間
同
慰
解
決
へ
の
知
加
点
と
し
て
、
次

を
解
消
す
る
に
は
、
汚
点
に
か
か
の
z
一
本
の
伎
を
付
加
本
現
念
と
し
て

市
で
は
、
畑
山
和
ぃ
ハ
寸
広
島
ι

に
ス
く
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
始
出
し
何
事
針
烈
社
会
の
災
殺
を
幻
殺
し
わ
ら
ず
、
経
川
抑
的
内
2
兆
約
持
約
い
ま
す
a

タ
ー
ト
し
た
「
新
平
塚
市
総
合
計
て
、
解
決
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
で

J

…
↓
一
校
総
の
削
制
送
と
う
る
一
れ
い
な
心
し
浜
的
内
av
か
必
的
認
、
す
や
-
連
本
川
町
人
擦
の
都
品
川

川附」引い
2

中
に
、
「
易
交
平
等
・
人
よ
い
か
を
体
系
的
に
慾
説
明
し
て
者
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
L

に
向
弱
性
も
女
性
も
共
に
札
叫
ん
山
由
一
口

2

あ
ら
ゆ
る
勾
に
お
け
る
畑
山
止
、

機
部
沿
」
寄
付
部
本
湾
念
と
し
て
、
ま
し
た
。
ま
た
、
市
ぬ
と
行
政
と
げ
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
と
し
て
、
名
分
野
の
災
佼
在
ね
い
、
平
等
の
縫
巡

「
地
域
に
線
ざ
し
た
男
女
共
同
州
叫
叫
が
取
り
組
ん
で
い
く
べ
豆
絵
本
的

'
;
B
e
|
;
・
自
ら
の
俄
伐
に
よ
っ
て
、
好
ま
し

3

平
和
の
創
逃

言

葉

海

掲

げ

て

い

ま

す

。

な

考

え

方

と

、

警

の

方

向

に

つ

龍

一

本

翠

輩

こ
れ
は
、
器
禁
主
主
、
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
0

・

5
;
j
;
轟
事
拐
容
欝
え
ぢ

ゑ
妊
の
設
立
や
行
会
的
地
伎
の
向
そ
の
結
果
ぺ
共
に
つ
く
る
あ
す
こ
十
一
昨
一
紀
も
十
年
後
に
逃

e

・0
4
g
e
-
-
守

4

・e
a

e

d

ょ
を
ば
か
り
、
安
心
し
て
ん
す
泌
が
の
平
塚
!
地
域
応
桜
ざ
し
た
お
ん
外
交
私
た
ち
の
務
ら
し
に
お
い
て
吋
平
塚
市
女
校
狗
緩
懇
話
会
い
の
立
ち
場
で
、
被
術
的
に
か
つ
お

送
れ
る
、
不
利
で
住
み
よ
い
、
閉
山
品
品
商
事
一
泊
波
社
会
の
災
一
説
を
臼
指
も
お
齢
化
・
潟
波
情
報
化
・
附
削
除
の
知
山
市
以
は
、
窓
枠
油
開
給
食
家
同
時
h

災
に
撤
議
し
て
い
く
こ
と
が
必
襲

安
共
同
刊
の
地
域
技
会
を
け
指
そ
う
し
て
」
と
ま
と
め
ら
れ
、
事
成
…
一
一
佑
が
ま
す
ま
す
進
み
、
あ
ら
ゆ
る
必
M
K
H」
「
社
会
全
泌
」
「
労
働
L

で
す
務
ま
た
「
平
塚
市
女
性
山
制
緩

と
い
う
も
の
で
す
。
年
…
…
…
月
に
務
ば
さ
れ
ま
し
た
b

分
貯
に
わ
た
っ
て
、
女
性
の
役
初
心
閣
枇
」
「
然
成
」
の
六
つ
め
分
怒
沼
会
L

の
擬
汁
の
趣
鐙
を
十
分

こ
め
女
性
泌
総
を
捻
進
し
よ
う
汀
潟
両
開
ひ
ら
つ
か
女
悦
プ
予
ン
」
や
能
力
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
発
御
で
と
ら
え
、
そ
れ
に
「
女
性
行
に
得
没
し
た
円
湖
町
間
ひ
ら
つ
か
女

と
、
平
成
元
年
か
ら
一
一
年
間
内
い
わ
ば
、
こ
の
符
ば
出
滋
討
を
十
分
に
持
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
政
に
関
す
る
総
合
的
挑
滋
」
告
加
性
ヅ
ラ
ン
い
は
、
市
が
取
ワ
綴
hu

た
つ
て
「
平
醐
幡
市
女
性
向
同
期
制
世
話
線
告
し
て
、
京
株
一
の
地
位
向
上
と
ま
ず
。
え
た
七
つ
の
殺
と
な
っ
て
い
ま
す
9

ベ
き
絃
合
計
磁
の
新
制
的
と
し
て
策

会
い
を
設
で
一
、
女
性
を
と
り
ま
闘
え
を
は
か
え
撃
第
五
(
女
性
が
議
ゐ
苧
懇
に
車
問
警
、
私
た
ち
の
議
定
し
た
も
の
で
す
。

の
あ
与
ゆ
る
分
検
・
綴
域
に
わ
た
{
針
扇
期
間
]

っ
て
お
り
、
し
か
も
れ
常
晴
山
川
市
に
新
平
山
崎
市
掛
川
九
刊
誌
削
減
者
総
守

縦
5
し
た
関
川
恥
砲
を
争
く
合
ん
で
い
…
俗
地
本
総
怒
鳴

A
Q
一
心
不

ま
す
。
ま
た
、
女
性
問
問
問
胞
は
、
滋
ゆ
張
本
計
一
畑
一
一

0
0
0年

去
の
長
い
絞
史
的
中
で
生
じ
て
き
{
プ
ラ
ン
の
推
進
}

た
た
別
問
財
閥
で
も
あ
り
、
一
籾
一
「
湖
南
ひ
ら
つ
か
女
性
ブ
ラ
ン
」

タ
で
解
決
す
る
こ
と
が
婚
し
い
絡
は
、
弘
本
叫
刑
務
・
絵
本
計
溺
・
災

題

字

。

詳

対

と

い

う

が

泌

ま

は

と

り

女
性
の
自
立
や
役
会
的
池
佼
の
ま
せ
ん
が
、
プ
ラ
ン
の
澱
念
を
海

山
内
主
を
は
か
り
、
に
十
…
校
紀
の
改
し
、
「
新
wr四
幡
市
総
合
計
瀦
」

剖
刷
込
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
、
…
干
の
実
施
行
…
闘
の
中
で
、
女
往
信
と

和
刊
で
作
は
み
よ
い
お
女
P

共
同
門
舎
一
瞬
溜
り
ま
く
問
泌
を
と
ち
み
へ
そ
の
解

の
抽
出
城
札
A

悼
の
泉
州
偶
者
は
撚
ず
に
淡
に
出
向
け
て
の
施
策
を
綴
級
以
出
に

は
、
対
話
比
四
T
M
m
の
中
に
男
女
平
符
持
込
し
て
い
く
も
の
で
す
。

円
一
訴
か
霧
中
止
し
、
女
性
の
総
会
参
謀
本
斗
削
減
は
一
一
・
忠
治
に
約
介

加
者
扱
巡
す
る
な
ど
、
占
出
山
町
と
行
し
ま
す
。

教
が
ご
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

女
性
告
と
り
ま
く
務
純
財
閥
が
帥
昨
年
に
は
、
ナ

f
口
一
じ
で
役
面
仲

間
附
録
的
に
提
起
草
れ
た
の
は
、
会
識
が
問
問
機
事
れ
吋
部
勝
一
一
。

昭
和
二
十
一
一
一
年
に
鍛
速
で
採
択

0
0年
に
出
向
け
て
の
総
人
の
地

宰
れ
た
「
投
界
人
様
渡
裕
同
い
で
位
向
上
の
た
め
の
将
来
戦
略
」

す
。
そ
の
後
、
人
徳
尊
滋
と
平
が
襲
被
害
れ
ま
し
た
。
早
成
一
一

向
絞
り
理
念
に
治
機
幾
緩
畿
懇
議

っ
て
「
平
等
・
磯
欝
機
議
議
叩
浦

港
媛
・
平
和
い
議
幾
議
組
編
U
心

者
側
拘
げ
た
傾
相
談
機
騒
畿
緩
蹴
灘

五
十
年
四
吋
問
闘
機
婦
人
材
ザ
い
と
、

幾
年
か
わ
の
寸
間
開
巡
孫
人
の
十

年
い
に
よ
っ
て
、
事
ま
ぎ
ま
な

減
策
が
役
界
の
開
制
々
で
機
進
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

「
間
選
制
叩
人
の
十
年
い
の
議

ま吋進均吋約議議察課警察霊撃のマ成形

すご善言語議襲撃民52要
護主 iみ主主い E藍議議議議盤機議喜怒党改渇共
法 g"，ど吋 1 手雷然主E C照i

L宮誇り主塑芝主恕に者争襲鼻さ需
葬習露議議譲事員え2霊円嘉義
主主襲警警護達点 す襲?辛苦

年
に
は

w

ナ
イ
ロ
ピ
将
来
戦
略
」

の
府
議
ペ
ー
ス
を
ま
る
勧
告

が
泌
さ
れ
、
問
機
も
「
平
等
・

聞
出
発
・
平
和
仰
い
に
府
県
更
さ
れ
ま

し
た
。羽

本
で
は
、
総
和
六
十
一
一
年

617 



らつか

箆!際人年以来、女学主をとりまく宣言宅誌は大さきく変

化 し、あらゆる分野に女i誌がi主主出しています。耳品放

を持たない女悦ーでも、なんらかの形で社会♂怠力uをす

る機会が増え、 Eヨ官守的な市民主有Yi}Jのてヅ〈きな投f溺

を主Pぬっています。

こうした女伎の社会審加は、自分弱身の入金を満

たすだけでなく、社会そのものの形成にどうかかわっ

ていくのかを総長信するという点に性がありま

また、関際化とともに潟齢化、高波併殺イじの自主代を

溜え、 土池忠域2にこおけるf絞f討吹i土二壬余干f活活z勤由も{餓箆段)<... ..<J.の念き苦f万まもJ慰箆滋E際務
f1'升見鈎野5に」立主つて考える必必、重察喜佼苦奇旨5惣乞じていま

したカが苦つで、 こ才しからの~骨ナ品目芸めるみよしり也相主

治会をつくるためには、 f告E裂分聖子を一巡択し一:存lIHiL"

あらゆるう〉型Fで女官['(1)%まli'，と古住1Jを長〈日丸事せること

る上うな役会にする必要がありますのまた、

総綴約なも加を{認す1納言 を 滋 し ま す 。

選察本的課題

'fót7J社役~t:Jj分数殺"哉の変立をはかり、 9Jlx.平等事i認を
iiEめるための詰害発事業の捻滋や、ニれまで耳民主詩人間で

あったお侠の泌総活動への事jJU、あや技会努JJllが
できる糸件づくりなど、坊主主総動への私立話的:J-_，;:努}JIlを

仇:す主龍哲三ぴ〉ぅ~C起を i 主 i)、り

あらゆる分野の車。決法 0)上社への女ーの宅号
機会がよ大ずるように努めます。

地域のでのi!t1~tlíJ5i:'淡、本flU交流、i)ì，・レベ
ルの会音寺事への参加をはじめ、限界(1)1弱々の嘉文化的

様車事を深め、逮母子と話溺在泌するために、泌総長守な

女性の税制F交流が必要です《そのため、間際化に向付

し

就労は、総務員勺おまに欠か ttないものであり、耳引

をi遣して主i戸会とかかわり、人間関係を丘;げるとともに、

おむ鍛紋をはかるなど、全会参加としての就労にs¥iず
る内務は多裁で、そのための泌:殺を促巡し

教ffの約4立、ひとワひとりが滋し、 E当分のぷf

完全、で心必かな念泌ができるよう、人IW形成奇はかる

ためのものです。当日zを確なし、均分と主要なる人々

とお司会を構成していくためには、ひとつの人間とし

て対得、かっ平等であるという人技場べ立の粉紳を謎

うことが大切jて←章一。

共j湾弓事務社余営実現し、買う女平等をめざす

数"11'は、平和教行や滋恕解案文ず7そはじめ、手L.幼

児織にわ、ける努(1'f、咋究者わ?、当三学習守など、長JtIj

約にうすして兄ザ車江んでし〉くべきものです。そのも苦

みねによって人々の総裁な変乏していくものであ

り、めらゆる教りの機会のやで、まと性向1おこっし

の宅芹罫告や約率詰総千九なピを活発にっていきます。

議本的襲撃緩

潟j詩]ひらつか交官主プラン (2 ) 

主主;るみは、台三液;叩主務総となるfはも主主本的な共同せ三百円

の滋です。g;~女平等社会を炎王註していくよ五本は、家

経内?男汝が共にE守備なと主主任とt&h:}Jのもとに

求総を滋'iE'tし、{間人の巧首長と労女向性のヌド俗的、草

治安土器われることにあります。

しかし、家庭生活ので号制士事、女は2京高差J

という主主的な性別役約分業主主総;式、依然として絞

3虫しミもσ')，うす2ちりますーや

L-f-:がって、女平等をさよ総に、子供や正主総務修

関与訴の人権をも主主設し、人間的な怒いや仏いた

わりあいの心、在きたわず、すべての生活において、男

食が共に経済的・紛締約@然活官自に長1なして、主体

約 6にこ?活活綴磁1でで活Eる干絞上会づく りヌカ5料粍鴻記

{は土核3求4衣にB淡英イ化七、お齢化のやでの新しし場託子保j係やJ1iuf主
主 家Z室、ひとり綴家長まなど了、家践のあり方について

え渋すことが大切ですむまた、家長室内ノドら矧定的な

性別役;引分業演のd従業をはかり、車rL~ 家主去をiìlJ

巡するためは、 m"k~fJ.:~苧怨識を終発するが主主を右私

的にご線路します治

善春本的縁題

i ョこ 7 ミウー
」 ι ーず- 一 千ーマー

21 I峨労;京共同寺酵母娘討会の:¥115ぷニけて、京高芸
家長室における偶人的邸』設と兇女尚
昆止して、絞家主主化O)l:jJでの宥rしい

親子関係や京総のありゾヲを%以します。また、家主j~ -d.'
どの家庭壬への主主共参加をはかるとともに、
滋内外t"~の号は{士官、言とは液凝J という岱!定的な怜

ンJ

主主主事します。そして、新しい'9.JfB.を

女性向践に!到する.111J114や議段、 γ ス

など、 51]女平等主主絡を啓
ます。

5号交がともに主体的に活動できる社会者つくるため

:こは、守、主主てに地域で、職場で女燃の人織が認められ

の憶が務e立されて、男女ともに経済的自立、事白神的I'l
、生活7約自立を泉たぜるようなれ会システムをつく

る必裂があワまず。

したがって、会:哲!の役会草加をはかり、

寸分るこ発持1することができ

め

人間が人間として生諮るためには、 5号女平等ととも
に、。子供や泌総務，隙万殺の人扱fをも締し、段、いや

p ・いたわやあいの心を失ってはなりません令

しかしながち核家族化の中では、家主詫だけで行う保

育や介畿にはおのずから限界があります。

こうした家波で主珪いきれない部分i立、お会的福祉ガ

ーピスシステムの鋭部吉や社会的支援を充実芯せる

で字詰iぅ必裂があり、そのための絡鎚を捻滋し

引審
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事ともに鍛阪でもあることは、女伎のお的立

と社会今加を、ひいては努女共間接磁波村会

を銀銭で支えてしベ没饗な猿1'1ーの一つです。

{法成づくりは、肉体的]な巡互訪だけでなく、

パランスのとれたさ主援の涛及をはじめとした

縫淡ず伊豆が必饗セず。干に、重E七Jの!磁波i立女

性向身 にとどまらず、次を生息う子供をtli
Jffiするというf設定機告をについての認滋や女性

の人織についての液晶寧を深めることも必4繋で

す。

してよかったと怒えるようなおf鈴宇?

の縦波づくり告はじめ、長老E詩情支援とその符浅

のための設数すの認をはかりま

女燃がえポーツ活動に努力11しやすい環境、

主主体総の務搭充災、訴環境を石!II事長寸る総

E立0)島全f芦詩毛21立hるつま寸前。

藤本的霊祭麹

争、伎のみならず、ミカサ互にわたって釘告

の総を保持し、:!Yfi~宣するための絞殺の草子殺や
公衆衛生生活巡5告を数議しま寸。また、地嫌に
おけるスポーツ、レクワ 3ン ションO)j反燃と持

及、そのためのぷ引業五盤、五百鈴千すの倒友、

ふれあいJ1;.#Jの凝など、スポーツ続税誌を被

告請し、金波にわたるf磁波づくりを被選しますo

Lさらに、よ二 ω ズに対応;したf法政i舎新詩;lJI交をはじ

め、長友松談の先どなど、あらゆる傑{護衛生

搬の殻鍛をはか')ます。

人持活字見出からの根れ?をはじめ、

出産主 *ITW，に泌する学理、パランスの 2
泌を及させるための総淡智子喫 e 王立年照応tザ子に
ついての学殺を充実させま示。また、母性係議
に対する窓織の務発、苦手;及をほかるとともに、

保殺のための体制的懇織に努め窓す。

さらに、母性保護認識を務発・持;攻し、女性:
の 人 綴についての惑解や機織についてのJi2.
S誌を深め、世主の商品化やよ議行為などをなく
しま

湖南ひらつか女性プランに対ずるど完意見

や機察がありましたらお嫁せくだ書い。

事審人行罪主滋選議機幾 霊堂21-750容

知書

市践と行政がそれぞ、れの役翻iニ議づいて

十分遼携なとり、主義織しで、滋漉ひらつ3昔、

女性プランの総合的推遂をはかります。

女性のお会主襲t告が討さなましく、ぽ註昂jのユエ』を広げて

いますが、まだまだ惜別役分:私立織は総経氏、

長室内の綴主1:的役3占牲をく Jれっているのが羽交です。

お本人の平均美子命、は草ーとなりましたが、きるく

の女j設がラ慢を見送ったあと、一人てだ七きていかなく

てはなりません。老後問題は女性問題ともいわれ、

女性泌齢者向殺がだし、毛主会の-}立として総務i約

に役会場当日して主主税?するとしヴ、新しいr¥総会Jt司の生

き1Jを主宰ちなくてはなワませんG

老後の主主役は、お隣学者のなえ誌からの f人綴 Jと量

殺白tJli当のf苦滋としてとらえることが必f援、や

がてお紛測を波えるぽ代にも叙せられた泌総です。

こかでプ正予起したさ訴を主投主fためには、労てが

共 Lこ家居程内の議的役詩uを持J:t.こすととも
イ本の主主織改"訴を道主め、例入や:話己主逗だけでえない総

分は、地域イセ工号綴殺のi主主宮として共ねし、支出城山状

況Jこ成、じた、よりきめやかな者ぷ絡主誌が必漢江

攻と市民ととが一体となって、新しい総合的

な有福祉サーピ、スシステムを綴織.{，ぶ謹し

藤本的課緩

王手、女性0)時為替きへの巡討iは終しいものがあっ、

泌総イ包括公ーの到来や出卦三三彩。'){J右下。こともない、将燃

のさせ偽力不足が心泌され、今後、女殺の労働力に対

する必慾党はまずまずi弱まると忽われます。

次世主が就労の場において能力を発鍔Zするためには

を空宇縫い線長誌が守られ、線ijき統政ることが?

きる詫て利のや:主皆殺殺し、 E認定於Jな怪主主j立役翻分立誌の

認識を改めることです。そして、室長若手やす児、病人@

袋入の介主要号事への書記旅子会J係改と¥男女王民向分胞を

促進ずるよとが大切で、{間人や室長族カ対応ミ告書オしない

宮5分については、主士会的なサーピスシステムミをつく

って補うことも必獲です。

したがって、沈没形主の多機化にむしできる伶

コヂゃ中。均年三次絞め詫戦機会の鉱大@光

長持つ女性(m鈴ノ:_j(二対 9 る緩ijJJ体去

をばかり主す。 長た、{;:.燃が男 f'l と共に f~iJさ絞(ýる

あらゆる2tt:;ì~O)土誌におし 3 て、ドEによる5ニ自立

点'1"1が必ずしてニf主義 '/jを延長主j.，で

るような総淡と条H必需{潟、を会軒先 l1U)

労働糸f!t~o) t!)(，:Lj;などを、 [!YJølM とともに潜め主す。

器 本 的 課 題

カ守俗語の現れこ打しるて古を主持ト('きるよう

るためには、家"J>への家主主総増加など、家主主壬0);91
次共I"J分おをはかつていく必擦があっ、その線宝誌を1m
i援します o

さ奇女機会均等法の空宇主主・イ記滋と書官交半導電説内

務発@事普及@促進、 i最授の子宮:之、 is助きながらプトぷ
吾、 iゼ~ !fr!と

市民ヌウ支持技者に)0せする王聖書事を官製めるための若年発をは

じめ、 iJi:i>'i2Eに対する際好者泌総惑を泊めるための指

導や裾統的就労の喝のli!!様、持拡者の1絞殺追号線機段!の

強備など、就労に立すする援助体f告せの究実を F聖l'燃とと
も立カ込ってし、きまちす。

第五を金務室去の玉造工壬:をはじめ、実質的な労働時間の
織やす児休業縦波、介縫休業制度等の主長約J喜市j君主的

導入とま君主主など、労働条件の改設をはかる踏ま誌の充実
を・ lft1とともにj主主めま

ひを



分燃しの誌 や建立かなおぶを。をメインチー?に、第3君主対人のつ

どいが立センターで路線されました。つどいは、念減から災絡ま

でを女後関係i母体事の予でfまわれ、切川量生公裁で滋ばれた代表告人が「こ

れからの女ぬの祭器 }iJ について、それぞれ紛人の抗議を発ぶしました。二

郎 L土、主主緩め笈 i二築家3告さんが、分の人生滅をユーモアたっぷ号に，訴され、

会場から主主大な鈴チが}器られまし
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